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カーボンナノチューブ（CNT)の配向成長面は、無数の微細な空隙が存在するため、入射した光がほぼ全
て吸収される特徴がある。そこで、CNT成長面をカメラや天体望遠鏡等の光学機器内の光散乱を防止す
るための黒色面として応用することが期待されています。しかし、従来、CNTを金属・炭素材料表面に直接
成長させるためには、高真空中でのスパッタリングによる表面前処理が必要であったため、複雑な3次元
物体表面にCNTを成長させることは困難でした。

本技術では、スパッタリングの代わりに大気中で実施できる粒子ブラスト処理を利用してCNTを成長させる
ことが可能です。スパッタリングが不要のため、カメラレンズ鏡筒の内面等にCNTを成長させることができ
ます。展示会では、実際にCNTを成膜したサンプルを展示します。
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ステップ１（独自技術）：

粒子ブラスト処理による触媒担持層の成膜

ステップ２：

気相鉄触媒を利用したCVD法によるCNT成長
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